
河川保全区域等の指定状況 ①水域、河川区域（規制主体：河川管理者）

1

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】 資料２

水域は、海や川、池など水面上の区域であり、土地利用ができないため
除外エリアとします。
河川区域は、一級河川・二級河川の堤防右岸の法尻～左岸の法尻まで
の区域。河川を管理するために必要な区域であることから、除外エリアと
します。

河川 河川管理者

一級河川
直轄区域 国土交通省

指定区域 都道府県（一部の区間は政令指定都市）

二級河川 都道府県（一部の区間は政令指定都市）

準用河川 市町村

普通河川（河川法適用外） 市町村



河川保全区域等の指定状況 ②河川保全区域（規制主体：河川管理者）

2

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇河川保全区域
堤防や護岸など洪水・高潮等の災害を防止する施設や河岸を守るために、一定の制限を設けている区域であるため、除外エリアとしま
す。

：河川保全区域



河川保全区域等の指定状況 ③海岸保全区域（規制主体：県）

3

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇海岸保全区域
津波、高潮、波浪等の被害から防護するために必要な区域であるため、除外エリアとします。

：海岸保全区域



災害関連法等の指定状況
①洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）（規制主体：国）

4

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

兵庫県CGハザードマップより

想定し得る最大規模の降雨により河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域。被災時の影響が多大であることから、浸水水位が
3.0ｍ以上となる場所を除外エリアとします。



災害関連法等の指定状況 ②内水氾濫想定区域（規制主体：県）

5

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

大規模な降雨が生じた際に、排水施設の能力不足や河川の水位上昇に伴い当該雨水を排水できない場合に、浸水の発生が想定さ
れる区域及び実際に浸水が発生した区域は、被災時の影響が多大であることから除外エリアとします。

⑬
③

①⑭ ②



災害関連法等の指定状況
③土砂災害（特別）警戒区域・急傾斜地の崩壊（規制主体：県）

6

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

警戒区域（イエローゾーン）及び特別警戒区域（レッドゾーン）は以下のように設定されます。急傾斜地の崩壊が発生した場合に、被災
時の影響が多大であることから除外エリアとします。

イエローゾーン

レッドゾーン

姫路市Webマップより



イエローゾーン

レッドゾーン

災害関連法等の指定状況
④土砂災害（特別）警戒区域・土石流（規制主体：県）
⑤土砂災害（特別）警戒区域・地すべり（規制主体：県）

7

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

土石流及び地すべりが発生した場合に、住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがあると認められる区域。被災時の影
響が多大であることから除外エリアとします。

姫路市Webマップより



災害関連法等の指定状況
⑥土砂災害危険箇所・土石流危険渓流（規制主体：県）
⑦山地災害危険地区・山腹崩壊危険地区（規制主体：県）

⑧山地災害危険地区・崩壊土砂流出危険地区（規制主体：県）

8

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

土石流及び山腹崩壊が発生した場合に、人家等に被害を及ぼすおそれがあると認められる区域。被災時の影響が多大であることか
ら除外エリアとします。

山腹崩壊危険区域

兵庫県CGハザードマップより

崩壊土砂流出危険区域

土石流危険渓流



災害関連法等の指定状況 ⑨高潮浸水想定区域（規制主体：県）

9

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

想定し得る最大規模の高潮による氾濫が発生した場合に浸水が想定される区域。被災時の影響が多大であることから、浸水水位が
3.0ｍ以上となる場所を除外エリアとします。

姫路市Webマップより



災害関連法等の指定状況 ⑩津波浸水想定区域（規制主体：県）

10

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

最大クラス（南海トラフ巨大地震モデル）の津波が一定の条件下において発生した場合に想定される浸水の区域。被災時の影響が多
大であることから、浸水水位が3.0m以上となる場所を除外エリアとします。

姫路市Webマップより



災害関連法等の指定状況 ⑪宅地造成工事規制区域（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

宅地造成に伴いがけくずれや土砂の流出のおそれが著しい市街地、または市街地になろうとする区域。災害発生防止のため除外エ
リアとします。

姫路市ホームページより

イメージ図

〇許可が必要な宅地造成工事

１．切土部で２ｍを超える崖を生ずるもの

２．盛土部で１ｍを超える崖を生ずるもの

３．切土と盛土を行う場合で、２ｍを超える崖
を生ずるもの

４．切土又は盛土をする場合で、その土地の
面 積が500平方メートルを超えるもの



災害関連法等の指定状況 ⑫地すべり防止区域（規制主体：県）

12

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

地すべりによる崩壊を防止するため、一定の行為を制限する必要がある区域。建設によって災害を誘発することを避ける必要がある
ため、除外エリアとします。市内には1箇所（夢前町山之内）あります。

地理院地図より

夢前町山之内

イメージ図

地すべり防止区域を示したものでなく、
地すべり防止区域がある夢前町山之内
を示したもの



災害関連法等の指定状況 ⑬急傾斜地崩壊危険区域（規制主体：県）

13

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

台風や集中豪雨の際に発生する急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）を防止するため、一定の行為を制限する必要がある区域。建設によっ
て災害を誘発することを避ける必要があるため、除外エリアとします。

姫路市Webマップより



災害関連法等の指定状況 ⑭砂防指定地（規制主体：県）

14

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

治水上砂防のため、一定の行為を制限する必要がある区域。建設によって災害を誘発することを避ける必要があるため、除外エリア
とします。

：砂防指定地



自然環境保全関連法令等の指定状況
①国立公園、国定公園及び都道府県立自然公園
（規制主体：国（国立公園）、県（国定公園及び都道府県立自然公園））

15

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

景勝地として指定された自然公園。公園を保全する必要があるため、除外エリアとします。

ひょうごの環境より

西播丘陵県立自然公園

西播丘陵県立自然公園

県立自然公園



自然環境保全関連法令等の指定状況 ②都市公園（規制主体：市、国（国営公園））

16

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

公園または緑地。本市では、自然環境を活かした公園整備を進めているため、除外エリアとします。

姫路市Webマップより



自然環境保全関連法令等の指定状況
③鳥獣保護区域、特別保護区域（規制主体：国（国指定地区）、県（県指定地区））
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

鳥獣保護区域は、野生鳥獣の保護・繁殖を図るための区域であり、特別保護区域は、鳥獣保護区の区域の中でも一定の環境を保持
することにより、特に鳥獣の保護繁殖を図る必要のある区域であるため、除外エリアとします。

兵庫県鳥獣保護区等位置図
（令和４年度）より



自然環境保全関連法令等の指定状況
④自然環境保全地域（規制主体：国（国指定地区）、県（県指定地区））

18

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

ほとんど人の手が加わっていない原生の状態が保たれている地域や優れた自然環境を維持している地域であり、今後も極力人為を
加えずに後世に伝えることを目的として指定される地域。自然環境を保全する必要があるため、除外エリアとします。林田川や八徳山
（香寺町）や置塩城跡（夢前町）、水生山補陀落寺（夢前町）が該当します。

自然環境保全地域



二百余神社

円山神社

神元神社

自然環境保全関連法令等の指定状況
⑤環境緑地保全地域（規制主体：県）

⑥種の保存法に基づく生息地等保護区（規制主体：国）

19

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇環境緑地保全地域
市街地の周辺又は集落地若しくはその周辺にある樹林地や水辺地等で風致、景観、形態等が住民の健全な生活環境を確保するた
めに特に必要な地域であるため、除外エリアとします。円山神社（夢前町）や神元神社（夢前町）、二百余神社（夢前町）が該当します。

〇種の保存法に基づく生息地等保護区
国内希少野生動植物種に指定されている種のうち、捕獲や採取等の規制を行うだけでは個体群の存続が困難であり、その生息・生
育環境を保全する必要がある区域。姫路市に該当地はありませんでした。

姫路市Webマップより



自然環境保全関連法令等の指定状況 ⑦動植物保護地区（規制主体：市）
⑧自然緑地保護地区（規制主体：市）

20

建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇動植物保護地区
高層木により被度が極めて高く都市環境上価値があり、あるは、歴史的、社会的遺産となって熟成している自然環境区域であり、動植
物保護地区として指定される地域であるため、除外エリアとします。水尾神社（安富町：ヒメハルゼミの生息地）１箇所が該当します。

〇自然緑地保護地区
高層木により被度が極めて高く都市環境上価値があり、あるいは、歴史的、社会的遺産となって熟成している自然環境区域であり、自
然緑地保護地区として指定される地域であるため、除外エリアとします。青山稲岡山周辺と飾西大歳神社周辺の２箇所が該当します。

看板（青山稲岡山周辺）

看板（飾西大歳神社周辺）

水尾神社

青山稲岡山

飾西大歳神社



自然環境保全関連法令等の指定状況 ⑨国有林（規制主体：国）
⑩保安林（規制主体：県）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇国有林
国が所有する森林・原野。国有林の多くは水源を守り、土砂崩れなどの災害を防ぐといった公益的
な役割を果たしているため、除外エリアとします。

〇保安林
水源のかん養、土砂の崩壊その他の災害の防備、生活環境の保全・形成等、特定の公益目的を
達成するための森林。それぞれの目的に沿った森林の機能を確保するため、除外エリアとします。

国有林

保安林



自然環境保全関連法令等の指定状況
⑪農業振興地域・農用地区域（規制主体：県または市）

⑫生産緑地法に基づく生産緑地地区（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇農業振興地域・農用地区域
農地として利用すべき区域であり、「農業振興地域整備計画」において指定された地域。近年農
地面積は、宅地等への転用や耕作放棄等により年々減少し、食料供給力の低下が懸念されてお
り、農地は農業生産の最も基礎的な資源であり、特に優良農地を良好な状態で確保することが重
要と考えるため、除外エリアとします。

〇生産緑地法に基づく生産緑地地区
市街化区域内の農地で、良好な生活環境の確保に効用があり、公共施設等の敷地として適して
いる農地を指定するものですが、姫路市に該当地は、ありませんでした。

農用地区域



自然環境保全関連法令等の指定状況
⑬姫路市景観計画における重点的に景観形成を図る区域（規制主体：市）

⑭風致地区（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

〇姫路市景観計画における重点的に景観形成を図る区域
重点的に景観形成を図る区域として、景観特性に応じた規制誘導が行われる区域。景観に配慮するため、除外エリアとします。

〇風致地区
良好な自然的景観を形成している区域のうち、土地利用計画上、都市環境の保全を図るため風致の維持が必要な区域について定め
た地区。姫路市に該当地はありませんでした。

景観ガイドラインより



自然環境保全関連法令等の指定状況 ⑮巨樹・巨木林（規制主体：国）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

巨樹・巨木林

国土地理院より

環境庁（当時）が昭和63年から調査している、人々の信仰の対象や地域のシンボルである巨樹・巨木林。人間や地域社会と個々の巨
樹・巨木林の関係性を考慮して保全していくことが重要であるため、除外エリアとします。



自然環境保全関連法令等の指定状況 ⑯植生自然度７以上の植生（規制主体：国）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

「植生自然度」は、群落の自然性がどの程度残されているかを示す一つの指標。10ランクに区分されており、植生自然度７以上の植生
地域は、自然林に近いものであるため、除外エリアとします。

国土地理院より
注１） は植生自然度６以下を示します。
注２）凡例番号は環境省のコードを示します。



自然環境保全関連法令等の指定状況 ⑰保存樹（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【法的制約条件】

市域に古くから自生し、市民に親しまれている古木、あるいは貴重な樹木を姫路市保存樹として指定したものであるため、除外エリアと
します。

松原八幡神社のイチョウ（白浜）



土地の利用状況 ①周知の埋蔵文化財（規制主体：国）
②世界文化遺産（規制主体：国）
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建設候補地 １次選定 評価項目【物理的制約条件】

姫路市Webマップより

〇周知の埋蔵文化財
埋蔵文化財の存在が知られている土地であるため、除外エリアとします。市内には約1,200箇所の包蔵地があります。

〇世界文化遺産
文化遺産及び自然遺産を人類全体のための世界の遺産として損傷、破壊等の脅威から保護し、保存するために登録されるものであ
るため、除外エリアとします。姫路城が該当します。

姫路城



土地の利用状況 ③国指定の文化財（規制主体：国）

④県指定の文化財（規制主体：県）

⑤市指定の文化財（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【物理的制約条件】

国や県、市指定の文化財は、その保護を図る必要があるため、除外エリアとします。

姫路市Webマップより

国指定の文化財
（一部）
●：建築物
◆：美術工芸品

県指定の文化財
（一部）
●：建築物
◆：美術工芸品

市指定の文化財
（一部）
●：建築物
◆：美術工芸品



土地の利用状況 ⑥水道水源の取水地点（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【物理的制約条件】

水道水源の水質維持のため、除外エリアとします。

●：水道水源取水地点

香寺浄水場



利用計画・開発計画の有無 ①用途地域（住居系、商業系）（規制主体：市）
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建設候補地 １次選定 評価項目【物理的制約条件】

用途地域とは、計画的なまちづくりを行うために用途を制限した地域。ごみ焼却場の建設は、本市において指定している住居系７種と
商業系２種の地域において、積極的に候補地として選定する場所ではないため、除外エリアとします。

除外エリア 姫路市Webマップより


